
回復期リハビリテーション病棟の状況

回復期リハビリテーション病棟のリハビリの効果検証

１　ＦＩＭ

全国平均 当センター 全国平均 当センター 全国平均 当センター

入院時ＦＩＭ 74.3 75.9 73.2 73.8 74.1 75.4

退院時ＦＩＭ 90.5 98.5 90.0 96.0 91.1 96.4

利得 16.2 22.6 16.8 22.2 17.0 21.0

入院時ＦＩＭ 68.9 76.5 67.5 73.7 68.5 78.4

退院時ＦＩＭ 86.4 99.3 85.2 97.1 86.2 101.3

利得 17.5 22.8 17.7 23.4 17.7 22.9

入院時ＦＩＭ 82.7 87.9 81.0 93.7 81.4 85.6

退院時ＦＩＭ 98.8 110.5 97.7 114.3 98.6 98.3

利得 16.1 22.6 16.7 20.6 17.2 12.7

入院時ＦＩＭ 66.1 64.1 64.0 67.4 64.4 51.0

退院時ＦＩＭ 77.2 83.8 75.8 80.9 76.6 63.5

利得 11.1 19.7 11.8 13.5 12.2 12.5

※　回復期リハビリテーション病棟入院料に入院、退院した患者についての実績です。

※　ＦＩＭ（機能的自立度評価法）：日常的な基本動作が自分で行えるかを評価するもので、126点満点です。

※　利得：日常生活動作が改善した点数（退院時ＦＩＭ-入院時ＦＩＭ）で、点が大きいほど効果が高いです。

※　全国平均データは、回復期リハビリテーション病棟協会調査報告書より抜粋したものです。

２　自宅退院率

全国平均 当センター 全国平均 当センター 全国平均 当センター

72.2% 75.1% 71.6% 74.9% 69.4% 76.5%

68.2% 75.5% 66.7% 75.5% 64.5% 78.7%

79.8% 81.3% 78.9% 100.0% 76.3% 84.2%

60.3% 67.7% 57.6% 61.1% 56.9% 59.0%

※　回復期リハビリテーション病棟入院料に入院、退院した患者についての実績です。

※　退院した患者さんのうち、自宅退院した患者さんの割合です。

※　全国平均データは、回復期リハビリテーション病棟協会調査報告書より抜粋したものです。
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３　重症患者の受入れと重症患者の改善率、および在宅復帰率(平成２７年度の実績)

Ａ評価1点以上 重症者受入れ率
患者１人１日平均
リハビリ実施時間

重症患者改善率 在宅復帰率

29.5% 40.2% - 61.8% 87.3%

12.7% 30.9% - 45.7% 87.1%

21.3% 33.3% ２時間２３分 55.6% 87.2%

- - ２時間５分 - 78.7%

※　Ａ評価：専門的な治療・処置などの医学管理が必要な患者の評価で7項目あり、回復期

　リハビリテーション病棟入院料Ⅰでは、1点以上が10％以上を求められます。

※　Ｂ評価：生活援助の必要性を見る評価で13項目があります。10点以上が重症に分類され、

　回復期リハビリテーション病棟入院料1では新規入院患者の30%以上が重症であることが求め

　られます。回復期リハビリテーション病棟入院料２では20%以上が重症であることが求められます。

※　重症患者改善率：回復期リハビリテーション病棟入院料１では、入院時の判定で重症だった

　患者のうち30％以上4点以上改善していることが求められます。回復期リハビリテーション病棟入

　院料２では、入院時の判定で重症だった患者のうち30%以上が3点以上改善していることが求めら

　れます。

※　在宅復帰率：老健を退所された方のうち、在宅（自宅・グループホーム・有料老人ホーム・サービ
　ス付き高齢者住宅等）に移られる方の割合です。回復期リハビリテーション病棟入院料１では70％
　以上を求められます。

※　全国平均データは、回復期リハビリテーション病棟協会調査報告書より抜粋したものです。
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